
社
会
人
基
礎
力
を
高
め
る

帝
京
大
学

観
光
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
へ

大
阪
観
光
大
学

先
端
的
な
研
究
テ
ー
マ

北
海
道
大
学

理
論
と
実
践
と
の
融
合東

洋
大
学

現
場
を
よ
く
知
る
講
師
陣

立
教
大
学
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河
野
教
授

国
際
交
流
学
部
国
際
交
流
学
科
を
新
設

公
開
講
座
欹
観
光
創
造
学
へ
の
挑
戦
飮

新座キャンパス

堀教授

　
立
教
大
学
の
観
光
教
育
は

１
９
４
６
年
開
設
の
公
開
講

座
欹
ホ
テ
ル
講
座
飮
に
始
ま

る
盜
公
開
講
座
は
２
０
０
１

年
か
ら
欹
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
檪

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
飮
と

改
称
し
欷
外
食
産
業
の
経
営

シ
ス
テ
ム
欷
外
資
系
ホ
テ
ル

の
動
向
と
経
営
戦
略
欷
旅
館

経
営
の
課
題
な
ど
欷
約
３
カ

月
で
煌
回
の
講
座
を
開
講
盜

宿
泊
・
外
食
産
業
の
理
論
と

経
営
欷
最
新
動
向
を
紹
介
し

て
い
る
盜
ま
た
欷
欹
総
合
・

国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

試
験
飮
の
た
め
の
準
備
講
座

と
し
て
欷
欹
旅
行
業
講
座
飮

も
開
講
し
て
い
る
盜

　
１
９
９
８
年
に
は
欷
煥
年

余
り
の
歴
史
を
持
つ
欹
観
光

学
科
飮
を
改
組
発
展
さ
せ
欷

日
本
初
の
欹
観
光
学
部
飮
を

開
設
盜
同
時
に
欷
我
が
国
で

も
数
少
な
い
欹
博
士
歉
観
光

学
歐
飮
を
授
与
す
る
こ
と
の

で
き
る
大
学
院
欹
観
光
学
研

究
科
飮
を
設
置
し
た
盜

　
観
光
学
部
は
現
在
欷
欹
観

光
学
科
飮欹
交
流
文
化
学
科
飮

の
２
学
科
体
制
で
欷欹
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
の
観
光
飮
欹
地
域

社
会
に
お
け
る
観
光
歉
観
光

地
計
画
歐飮欹
文
化
現
象
と
し

て
の
観
光
飮
の
三
つ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
群
で
欷
多
様
化
し
た

観
光
の
全
体
像
を
探
る
盜

　
一
流
の
観
光
関
連
企
業
の

実
務
家
な
ど
@
現
場
を
よ
く

知
る
講
師
A
に
よ
る
授
業
も

特
徴
だ
盜
欹
観
光
産
業
人
の

育
成
か
ら
欷
国
際
的
視
野
を

持
ち
欷
産
業
を
変
革
し
リ
欟

ド
す
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
人

材
欷
言
わ
ば
歡
観
光
の
頭
脳

づ
く
り
歸
を
目
指
す
と
い
う

の
が
時
代
の
要
請
盜
２
学
科

が
両
輪
と
な
り
欷
補
完
し
あ

う
こ
と
で
欷
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
新
し
い
観
光
教
育
を
実

現
で
き
る
飮
と
同
大
学
は
考

え
て
い
る
盜

　
ま
た
欷
海
外
提
携
大
学
と

の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ

か
欷
立
教
独
自
の
国
際
ネ
蘖

ト
ワ
欟
ク
を
生
か
し
欷
海
外

か
ら
一
流
の
学
者
を
招
い
て

の
授
業
欷
講
演
会
な
ど
が
日

常
的
に
行
わ
れ
欷
常
に
国
際

的
な
空
気
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
盜

　
社
会
人
対
象歉
昼
夜
開
講
歐

の
Ｍ
Ｂ
Ａ
型
大
学
院
欹
ビ
ジ

ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
飮
も

設
置
し
て
い
る
盜

　
東
洋
大
学
の
観
光
教
育
の

歴
史
は
日
本
で
最
も
古
い
盜

１
９
６
３
年
欷
東
洋
大
学
短

期
大
学
に
ホ
テ
ル
観
光
学
科

を
創
設
盜
２
０
０
１
年
に
４

年
制
の
学
科
と
し
て
国
際
地

域
学
部
に
国
際
観
光
学
科
を

ス
タ
欟
ト
さ
せ
た
盜

　
学
科
主
任
の
堀
雅
通
教
授

は
同
学
科
の
ミ
蘖
シ
欖
ン
に

つ
い
て
欹
先
進
的
な
知
識
・

技
能
を
教
授
す
る
こ
と
で

歡
理
論
と
実
践
と
の
融
合
歸

を
図
る
盜
同
時
に
欷
新
し
い

観
光
形
態
の
創
造
と
そ
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
通
じ

て
欷
国
策
歡
観
光
立
国
歸
を

学
術
面
か
ら
主
導
す
る
飮
こ

と
と
語
る
盜

　
１
学
年
約
２
４
０
人
の
学

生
は
２
年
次
か
ら
欷
旅
行
業

を
理
論
的
欷
実
践
的
に
学
ぶ

欹
ツ
欟
リ
ズ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
コ
欟
ス
飮
欷
@
も
て
な

し
A
の
産
業
を
専
門
的
に
学

ぶ
欹
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
檪
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
欟
ス
飮
欷
観

光
地
の
整
備
欷
開
発
欷
保
全

を
学
ぶ
欹
レ
ジ
櫺
欟
＆
リ
ゾ

欟
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
欟

ス
飮
の
３
コ
欟
ス
に
分
か
れ

て
専
門
性
を
高
め
て
い
く
盜

　
そ
の
成
果
は
観
光
業
界
へ

の
就
職
実
績
が
物
語
る
盜
日

本
航
空
欷
Ｊ
Ｒ
東
日
本
欷
Ｊ

Ｒ
北
海
道
欷
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
欟
ポ

レ
欟
ト
セ
欟
ル
ス
欷
Ｊ
Ｔ
Ｂ

首
都
圏
欷
近
畿
日
本
ツ
欟
リ

ス
ト
欷
日
本
旅
行
欷
ト
蘖
プ

ツ
ア
欟
欷
エ
イ
チ
・
ア
イ
・

エ
ス
欷
ニ
欒
欟
オ
欟
タ
ニ
欷

藤
田
観
光
欷
東
京
ド
欟
ム
欷

星
野
リ
ゾ
欟
ト
な
ど
だ
盜

　
同
学
部
は
昨
年
欷
文
部
科

学
省
の
欹
グ
ロ
欟
バ
ル
人
材

育
成
推
進
事
業
飮
の
拠
点
の

一
つ
に
採
択
さ
れ
た
盜
国
際

観
光
学
科
で
は
欷
入
学
時
に

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
｜
Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト

を
実
施
し
欷
観
光
英
語
の
授

業
を
レ
ベ
ル
別
ク
ラ
ス
編
成

で
行
う
な
ど
欷
従
来
か
ら
英

語
教
育
に
力
を
入
れ
て
き

た
盜
今
回
の
採
択
に
よ
り
欷

こ
れ
を
さ
ら
に
強
化
盜
卒
業

時
ま
で
に
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
で
６

５
０
点
以
上
欷
観
光
英
検
１

級
の
取
得
目
標
を
掲
げ
て
い

る
盜

　
ま
た
一
昨
年
度
に
は
大
学

院
に
博
士
後
期
課
程
を
設

置
盜
欹
高
度
な
専
門
性
で
欷

実
務
と
ア
カ
デ
ミ
蘖
ク
な
世

界
の
架
け
橋
に
な
る
人
材
を

育
成
し
て
い
る
飮歉
堀
教
授
歐盜

　
北
海
道
大
学
歉
札
幌
市
歐

は
２
０
０
６
年
４
月
に
観
光

学
高
等
研
究
セ
ン
タ
欟
歉
西

山
徳
明
セ
ン
タ
欟
長
歐
を
設

置
し
欷
瀘
年
４
月
に
は
国
立

大
初
の
大
学
院
観
光
創
造
専

攻
歉
大
学
院
国
際
広
報
メ
デ

檪
ア
・
観
光
学
院
歐
を
設
け

た
盜

　
教
育
理
念
は
欹
文
化
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
力
飮
欹
地
域
を

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
力
飮

欹
世
界
と
コ
ミ
欒
ニ
ケ
欟
シ

欖
ン
す
る
力
飮
で
欷
こ
れ
ら

三
つ
の
能
力
を
持
ち
つ
つ
欷

い
ず
れ
か
の
能
力
に
お
い
て

特
に
秀
で
た
観
光
創
造
の
専

門
家
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

指
す
と
い
う
欷
こ
れ
ま
で
に

な
か
檸
た
切
り
口
で
の
観
光

に
ア
プ
ロ
欟
チ
し
て
い
る
盜

　
修
士
課
程
歉
博
士
前
期
課

程
歐
で
は
欷
観
光
創
造
を
通

し
て
地
域
再
生
に
貢
献
し
得

る
専
門
能
力
を
備
え
欷
リ
欟

ダ
欟
と
な
る
べ
き
人
物
に
ふ

さ
わ
し
い
資
質
の
養
成
を
目

指
す
盜
博
士
後
期
課
程
で
は

新
し
い
観
光
研
究
の
領
域
を

開
拓
で
き
欷
欹
美
し
い
日
本

の
再
生
飮
や
欹
文
化
創
造
国

家
の
実
現
飮
に
貢
献
で
き
る

高
度
な
研
究
能
力
を
備
え
た

研
究
者
を
養
成

し
て
い
く
盜

　
学
生
た
ち
は

環
境
に
恵
ま
れ

た
キ
櫺
ン
パ
ス

で
欷
意
気
揚
々

と
観
光
創
造
研

究
に
取
り
組
ん

で
い
る
盜
特
に
欷

社
会
人
が
働
き

な
が
ら
履
修
可

能
な
カ
リ
キ
欒

ラ
ム
と
な
檸
て

お
り
欷
社
会
人

に
と
檸
て
も
大

い
な
る
可
能
性
を
秘
め
た
魅

力
あ
る
学
習
・
研
究
環
境
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
盜

　
現
在
欷
地
域
資
源
同
士
を

多
様
に
結
び
付
け
た
新
た
な

魅
力
を
創
り
出
す
欹
観
光
創

造
士
飮
の
認
定
制
度
欷
雇
用

創
造
モ
デ
ル
事
業
の
重
点
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
盜
ま

た
欷
Ｊ
Ｒ
東
日
本
欷
Ｊ
Ｒ
北

海
道
か
ら
の
寄
付
講
座
歉
観

光
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
寄
付

講
座
歐
の
ほ
か
欷
多
様
な
地

域
欷
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
欟

シ
欖
ン
を
図
り
欷
観
光
創
造

の
研
究
を
推
進
し
て
い
る
盜

瀲
年
度
か
ら
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
技

術
協
力
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
を
受

託
し
欷
ア
フ
リ
カ
・
エ
チ
オ

ピ
ア
欷
中
東
・
ヨ
ル
ダ
ン
欷

南
ア
メ
リ
カ
・
ペ
ル
欟
な
ど

で
国
際
協
力
事
業
を
展
開
盜

　
研
究
テ
欟
マ
も
欷
コ
ミ
欒

ニ
テ
檪
ベ
欟
ス
ド
ツ
欟
リ
ズ

ム
欷
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
欟
リ
ズ

ム
欷
ソ
欟
シ
櫺
ル
・
イ
ノ
ベ

欟
シ
欖
ン
欷
観
光
の
６
次
産

業
化
な
ど
従
来
の
観
光
の
概

念
に
と
ら
わ
れ
な
い
先
端
的

な
研
究
を
行
檸
て
い
る
盜

　
大
阪
観
光
大
学
歉
大
阪
府

泉
南
郡
熊
取
町
歐
は
欷
欹
目

指
せ
観
光
ス
ペ
シ
櫺
リ
ス
ト

築
こ
う
豊
か
な
人
格
飮
を
教

育
目
標
に
国
内
外
に
お
け
る

観
光
の
プ
ロ
フ
櫪
蘖
シ
欖
ナ

ル
を
育
成
盜
入
学
者
は
欷
観

光
業
界
へ
の
就
職
を
強
く
希

望
す
る
学
生
が
圧
倒
的
に
多

い
盜

　
志
望
す
る
業
界
や
職
種
に

合
わ
せ
て
欷
２
年
時
に
観
光

経
営
欷
観
光
文
化
と
国
際
観

光
の
３
コ
欟
ス
か
ら
選
択
盜

最
終
的
に
は
４
年
時
に
国
際

観
光
欷
外
国
語
欷
ホ
テ
ル
経

営
欷
ト
ラ
ベ
ル

経
営
欷
観
光
文

化
欷
観
光
レ
ジ

櫺
欟
の
６
分
野

に
絞
り
欷
観
光

業
界
で
活
躍
で

き
る
人
物
を
目

指
す
盜
同
学
の

卒
業
生
の
就
職

先
の
多
く
は
欷

観
光
業
界
盜
Ｊ

Ｒ
や
大
手
旅
行

会
社
を
は

じ

め
欷
航
空
会
社

の
キ
櫺
ビ
ン
ア

テ
ン
ド
や
公
務

員
な
ど
の
難
関
を
突
破
し
て

内
定
を
獲
得
す
る
学
生
も
多

い
盜

　
地
域
と
の
連
携
も
積
極
的

に
行
檸
て
い
る
盜
同
大
学
の

学
生
た
ち
が
地
元
の
泉
州
地

域
を
観
光
で
活
性
化
さ
せ
る

欹
泉
州
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
ジ
櫪

ク
ト
飮
で
は
日
帰
り
バ
ス
ツ

ア
欟
を
実
施
盜
学
生
た
ち
に

は
欷
実
践
的
な
実
習
を
通
じ

て
欷
観
光
業
界
の
さ
ま
ざ
ま

な
知
識
や
技
術
が
身
に
付

く
盜

　
今
年
４
月
に
は
国
際
交
流

学
部
国
際
交
流
学
科
を
新

設
盜
国
際
交
流
系
の
学
部
で
欷

日
本
文
化
を
学
び
欷
学
ん
だ

知
識
を
英
語
で
情
報
発
信
す

る
力
を
養
い
欷
同
大
学
の
掲

げ
る
欹
和
魂
地
球
人
歉
わ
こ

ん
ち
き
檬
う
じ
ん
歐
飮
を
養

成
す
る
盜

　
和
魂
地
球
人
と
は
欷
高
度

な
コ
ミ
欒
ニ
ケ
欟
シ
欖
ン
能

力
と
豊
か
な
教
養
欷
さ
ら
に

日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
檪
テ

檪
欟
を
兼
ね
備
え
た
知
識

人
欷
国
際
人
を
意
味
す
る
造

語
で
あ
り
欷
国
際
交
流
学
部

が
養
成
を
目
指
し
て
い
る
人

物
像
盜
訪
日
観
光
客
が
急
増

す
る
な
か
欷
日
本
の
魅
力
を

英
語
で
情
報
発
信
で
き
る
能

力
は
欷
観
光
関
連
産
業
で
は
欷

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
で

き
る
ス
キ
ル
だ
盜

　
帝
京
大
学
は
最
も
古
く
か

ら
観
光
を
教
え
て
い
た
大
学

の
一
つ
だ
盜
経
済
学
部
観
光

経
営
学
科
の
開
設
は
瀝
年
４

月
盜
１
万
７
千
人
が
通
う
東

京
・
八
王
子
の
キ
櫺
ン
パ
ス

で
観
光
を
学
ん
で
い
る
学
生

は
約
６
６
０
人
い
る
盜
な
ぜ

最
も
古
い
の
か
盜

　
１
９
７
１
年
の
旅
行
業
法

改
正
で
欷
同
法
の
骨
子
は
外

客
保
護
中
心
か
ら
日
本
人
海

外
旅
行
客
の
保
護
へ
と
大
き

く
転
換
し
た
盜
同
時
に
旅
行

業
務
取
扱
主
任
者
の
制
度
が

設
け
ら
れ
た
盜
こ
の
年
欷
帝

京
大
学
は
法
学
部
の
中
に
観

光
講
座
を
新
設
盜
経
済
学
部
欷

文
学
部
の
学
生
に
も
受
講
で

き
る
よ
う
に
し
た
盜
現
在
の

観
光
経
営
学
科
は
満
を
持
し

て
の
開
設
だ
檸
た
盜

　
同
学
科
の
特
徴
は
経
済
学

部
の
中
の
学
科
で
あ
る
こ

と
盜
経
済
欷
経
営
欷
法
律
の

さ
ま
ざ
ま
な
課
目
を
履
修
で

き
る
盜
教
授
陣
に
は
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
欷
Ｊ
Ａ
Ｌ
欷
Ｊ
Ｔ

Ｂ
な
ど
観
光
業
の
実
務
経
験

者
が
そ
ろ
う
盜
帝
京
大
学
の

建
学
の
精
神
で
あ
る欹
実
学
飮

重
視
が
貫
か
れ
て
い
る
盜

　
欹
社
会
人
基
礎
力
を
高
め

る
こ
と
で
欷
と
り
わ
け
観
光

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
檪
業
界
に
必

要
と
さ
れ
て
い
る
人
材
を
育

成
す
る
飮
盜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
元
役
員
で
欷
長
く
人
事
採

用
を
担
当
し
た
河
野
正
光
教

授
の
教
育
方
針
は
明
確
だ
盜

欹
学
力
偏
差
値
と
社
会
的
偏

差
値
は
イ
コ
欟
ル
で
は
な

い
盜歡
笑
顔
歸歡
気
く
ば
り
歸

歡
正
し
い
言
葉
遣
い
歸
が
で

き
る
歡
好
感
度
歸
の
高
い
人

材
盜
そ
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
欟

シ
欖
ン
力
欷
コ
ミ
欒
ニ
ケ
欟

シ
欖
ン
力
に
優
れ
た
学
生
を

社
会
は
求
め
て
い
る
飮
歉
同

教
授
歐
盜

　
河
野
ゼ
ミ
で
は
欷
エ
ン
タ

欟
テ
イ
ン
メ
ン
ト
欷
ブ
ラ
イ

ダ
ル
欷
ホ
テ
ル
戦
略
な
ど
の

テ
欟
マ
別
グ
ル
欟
プ
に
別

れ
欷
１
年
間
か
け
て
調
査
欷

研
究
を
実
施
盜
毎
週
欷
成
果

報
告
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
欟
シ
欖

ン
と
グ
ル
欟
プ
デ
檪
ス
カ
蘖

シ
欖
ン
を
行
い
欷
発
表
力
と

伝
達
力
欷
チ
欟
ム
ワ
欟
ク
を

鍛
え
る
盜
学
生
は
欷
社
会
で

生
か
せ
る
学
問
欹
実
学
飮
を

学
ぶ
盜

http://www.rikkyo.ac.jp/
http://www.toyo.ac.jp/
http://www.hokudai.ac.jp/
http://www.tourism.ac.jp/
http://www.teikyo-u.ac.jp/

